
学校名 仁川学院小学校 都道府県 兵庫県 

管理機関 学校法人 仁川学院 設置者別 私立 

1．特例校指定の開始日 

2025（令和 7）年 4月 1日より適用 

2．特別の教育課程を編成して教育を行う理由 

本校では、確かな基礎学力を土台に、自ら考え、学び続ける力を育むことを教育の柱としている。グロ

ーバル化が進み、異なる文化や価値観をもつ人々と関わる機会が広がる中、相手を理解し、自分の思い

や考えを英語で伝える力を育成することは重要である。 

そのため、低学年から十分な英語学習の時間を確保し、語彙や表現の習得を段階的に進めるとともに、

実際のコミュニケーションに活用できる力を育むため、特別の教育課程を編成している。ICTを活用し

たオンラインでの双方向の対話活動を取り入れ、授業で学んだ英語を実際に使う機会を設けることで、

英語で伝え合う喜びを実感し、主体的にコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。 

3．特別の教育課程の内容 

本校では、1～3年生で週 3時間、4～6年生で週 2時間の英語学習を実施し、6年間を通して「聞く」

「話す」「読む」「書く」の力を段階的に育成している。 

1・2年生では、英語の音やリズムに親しみ、「聞く」「話す」活動を中心として英語でやり取りする楽

しさを味わわせる。月 1回のオンラインチャット学習を通して、学んだ表現を実際の対話で使う経験を

積み重ねる。 

3・4年生では、「聞く」「話す」に加えて「読む」「書く」の活動を充実させ、4技能をバランスよく

育成する。語彙や基本的な表現の定着を図り、英語検定への挑戦にもつながる基礎的な英語力を養う。

また、3年生では月 1回、4年生では月 2回のオンラインチャットを活用し、授業で身に付けた英語を

活用する機会とする。 

5・6年生では、習得した語彙や表現を活用し、自分の思いや考えを伝え合う実践的な活動を重視する。

月 2回のオンラインチャット学習を通して、相手の発言を理解し、状況に応じて応答しながら対話を続

ける力を高める。 

このように、系統的な言語学習と ICTを活用した対話活動を組み合わせ、英語を知識として身につける

だけでなく、他者との交流に生かすことのできる実践的なコミュニケーション能力の育成を目指してい

る。 


